
調査結果の概要 
Ｉ 人口の動向 

 １ 総人口 

（１） 千葉県 

令和２年４月１日現在の千葉県の総人口は、６，３２１，３６６人で、平成３１年

４月から令和２年３月までの１年間に１２，８０５人（０．２０％）増加した。平成

２６年度から７年連続で増加となっている。（表１、図１） 
 

表１ 総人口の推移 

年次 総人口（人） 増減数（人） 増減率（％） 

平成 26 年 6,244,455 3,994 0.06 

平成 27 年 6,254,359 9,904 0.16 

平成 28 年 6,269,146 14,787 0.24 

平成 29 年 6,285,160 16,014 0.26 

平成 30 年 6,297,271 12,111 0.19 

平成 31 年 6,308,561 11,290 0.18 

令和２年 6,321,366 12,805 0.20 
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図１ 総人口の人口増減数及び増減率の推移

増減数 増減率（単位：人）
(単位：％）



（２）市町村 

    人口が最も多いのは、千葉市の９７３，１２１人となっている。次いで、船橋市の

６４３，９７１人、以下、松戸市４９８，９９４人、市川市４９１，８２１人、     

柏市４２６，１２８人の順となっており、この５市で千葉県総人口の４８．０％を  

占めている。（表２） 
また、人口が最も少ないのは、神崎町の５，９８５人となっている。次いで、    

長柄町の６，８１７人、以下、睦沢町６，９６７人、芝山町７，２１１人、御宿町    

７，３６０人の順となっている。（表３） 
 

表２ 多い順 

順位 市町村名 人口（人） 総人口に占める割合（％） 

1 千葉市 973,121 15.39 

2 船橋市 643,971 10.19 

3 松戸市 498,994 7.89 

4 市川市 491,821 7.78 

5 柏市 426,128 6.74 

 
表３ 少ない順 

順位 市町村名 人口（人） 総人口に占める割合（％） 

1 神崎町 5,985 0.09 

2 長柄町 6,817 0.11 

3 睦沢町 6,967 0.11 

4 芝山町 7,211 0.11 

5 御宿町 7,360 0.12 

 
  



２ 男女別人口 

男女別人口は、令和２年４月１日現在で男性３，１５２，３９４人、 
女性３，１６８，９７２人となっている。平成３１年４月から令和２年３月までの１年間

に、男性は４，７８６人（０．１５％）の増加、女性は８，０１９人（０．２５％）の 
増加となった。 
また、男女別人口の推移をみると、女性の人口が男性の人口を上回っており、その差は

少し広がった。（表４、図２） 
 

   表４ 男女別人口の推移   (単位：人） 

年次 総数 男 増減数 
増減率

（%） 
女 増減数 

増減率

（%） 

平成 26 年 6,244,455 3,118,792 1,107 0.04 3,125,663 2,887 0.09 

平成 27 年 6,254,359 3,124,007 5,215 0.17 3,130,352 4,689 0.15 

平成 28 年 6,269,146 3,130,890 6,883 0.22 3,138,256 7,904 0.25 

平成 29 年 6,285,160 3,137,911 7,021 0.22 3,147,249 8,993 0.29 

平成 30 年 6,297,271 3,143,123 5,212 0.17 3,154,148 6,899 0.22 

平成 31 年 6,308,561 3,147,608 4,485 0.14 3,160,953 6,805 0.22 

令和２年 6,321,366 3,152,394 4,786 0.15 3,168,972 8,019 0.25 
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Ⅱ 年齢３区分別人口 

 １ 千葉県 

    令和２年４月１日現在の千葉県の年齢３区分別人口は、０～１４歳の年少人口が 

７５６，７２１人、１５～６４歳の生産年齢人口が３，８５５，７７３人、６５歳以上

の老年人口が１，７０８，８７２人（うち、７５歳以上８５７，１９３人）となってお

り、それぞれ総人口に占める割合は、１２．０％、６１．０％、２７．０％（うち、 
７５歳以上１３．６％）となっている。 
これを平成３１年４月１日現在と比べると、年少人口割合及び生産年齢人口割合は

０．１ポイントそれぞれ低下し、老年人口割合は０．２ポイント上昇となっている。 
（本編第４表、図３） 
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２ 市区町村 

年少人口割合が最も高いのは、印西市の１６．２％で、次いで、流山市の１５．８％、

以下、千葉市緑区１４．２％、白井市１４．２％、袖ケ浦市１３．６％の順となっている。   
また、最も低いのは御宿町の６．４％で、次いで、鋸南町の６．７％、以下、勝浦市 

７．０％、長南町７．４％、長柄町７．８％の順となっている。 
生産年齢人口割合が最も高いのは、浦安市の６９．５％で、次いで、市川市の     

６７．０％、以下、千葉市中央区６５．５％、成田市６３．９％、習志野市６３．８％の

順となっている。また、最も低いのは御宿町の４２．９％で、次いで、鋸南町の   
４５．８％、以下、南房総市４６．０％、勝浦市４９．５％、長南町４９．６％の順とな

っている。 
老年人口割合が最も高いのは、御宿町の５０．７％で、次いで、鋸南町の４７．５％、    

以下、南房総市４５．７％、勝浦市４３．５％、長南町４３．０％の順となっている。 
また、最も低いのは浦安市の１７．５％で、次いで、市川市の２１．２％、以下、千葉

市緑区２２．５％、印西市２２．７％、千葉市中央区２２．８％の順となっている。 
（表５、表６、図４） 

 
   表５ 高い順  （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 印西市 16.2 1 浦安市 69.5 1 御宿町 50.7 

2 流山市 15.8 2 市川市 67.0 2 鋸南町 47.5 

3 千葉市緑区 14.2 3 千葉市中央区 65.5 3 南房総市 45.7 

4 白井市 14.2 4 成田市 63.9 4 勝浦市 43.5 

5 袖ケ浦市 13.6 5 習志野市 63.8 5 長南町 43.0 
         
         
   表６ 低い順  （単位：％） 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 

順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 順位 市区町村名 割合 

1 御宿町 6.4 1 御宿町 42.9 1 浦安市 17.5 

2 鋸南町 6.7 2 鋸南町 45.8 2 市川市 21.2 

3 勝浦市 7.0 3 南房総市 46.0 3 千葉市緑区 22.5 

4 長南町 7.4 4 勝浦市 49.5 4 印西市 22.7 

5 長柄町 7.8 5 長南町 49.6 5 千葉市中央区 22.8 

※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。 
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３ １１地域 

   年少人口割合が最も高いのは、葛南地域の１２．６％で、次いで、東葛飾地域の 
１２．５％、印旛地域の１２．５％となっている。なお、年少人口割合が最も低い 
のは夷隅地域の８．１％である。 

生産年齢人口割合が最も高いのは、葛南地域の６４．９％で、次いで、千葉地域 
の６１．５％、東葛飾地域の６１．０％となっている。なお、生産年齢人口割合が 
最も低いのは安房地域の４９．３％となっている。 

老年人口割合が最も高いのは、夷隅地域の４２．５％で、次いで、安房地域の      
４１．６％、香取地域の３６．２％となっている。なお、老年人口割合が最も低い 
のは葛南地域の２２．５％となっている。（図５） 

 

 
※割合は、小数点第２位を四捨五入している。 
※割合が同率の場合、小数点第２位以下の値により順位を付けている。
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Ⅲ 年齢（５歳階級、各歳）別、男女別人口 

１ 年齢５歳階級別人口 

年齢５歳階級別にみると、４５～４９歳が５２６，６５３人で最も多く、総数に  

占める割合は８．３３％となっている。 
以下、５０～５４歳が４５４，０５６人で７．１８％、７０～７４歳が 

４４８，０７２人で７．０９％、４０～４４歳が４４７，００３人で７．０７％、 
６５～６９歳が４０３，６０７人で６．３９％の順となっている。（表７） 

 
表７ 年齢５歳階級別人口 

年齢 人口（人） 総数に占める割合（%） 

総数 6,321,366 100.00 

0～4 231,316 3.66 

5～9 255,969 4.05 

10～14 269,436 4.26 

15～19 288,224 4.56 

20～24 332,615 5.26 

25～29 332,836 5.27 

30～34 351,104 5.55 

35～39 391,526 6.19 

40～44 447,003 7.07 

45～49 526,653 8.33 

50～54 454,056 7.18 

55～59 381,580 6.04 

60～64 350,176 5.54 

65～69 403,607 6.39 

70～74 448,072 7.09 

75～79 367,891 5.82 

80～84 252,075 3.99 

85～89 150,237 2.38 

90～94 66,433 1.05 

95～99 17,805 0.28 

100～ 2,752 0.04 

 
  



２ 年齢各歳別人口 

   年齢各歳別人口で最も人口が多いのは、第２次ベビーブーム世代に当たる４６歳の 

１０７，４８９人で、次いで、４７歳の１０７，３６４人となっている。（図６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図６ 千葉県人口ピラミッド 

総数  ６，３２１，３６６人  

（単位：人） 
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Ⅳ 平均年齢 

１ 千葉県 

    令和２年４月１日現在の千葉県の平均年齢は、４６．７歳となっており平成３１年

４月から令和２年３月までの１年間に０．２歳上昇している。なお、男女別にみると、

男性の平均年齢は、４５．５歳、女性４８．０歳となっている。 
また、千葉県の平均年齢は、平成２６年から令和２年までの６年間で１．７歳上昇し

ている。（本編第４表、図７） 

２ 市区町村 
   市区町村別の平均年齢が最も高いのは、御宿町の５９．１歳となっており、県の平均 

年齢を１２．４歳上回っている。以下、鋸南町５７．９歳、南房総市５６．６歳、長南町

５５．８歳、勝浦市５５．４歳の順となっている。 
また、平均年齢が最も低いのは、浦安市の４１．７歳で、県の平均年齢を５．０歳     

下回っている。以下、流山市４３．７歳、印西市４３．８歳、成田市４４．０歳、市川

市４４．１歳の順となっている。（表８、表９） 
 

表８ 高い順  表９ 低い順 

順位 市区町村名 平均年齢（歳）  順位 市区町村名 平均年齢（歳） 

1 御宿町 59.1  1 浦安市 41.7 

2 鋸南町 57.9  2 流山市 43.7 

3 南房総市 56.6  3 印西市 43.8 

4 長南町 55.8  4 成田市 44.0 

5 勝浦市 55.4  5 市川市 44.1 
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図７ 平均年齢の推移

総数 男 女


